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平成21年度の『学苑 人間社会学部紀要』をお届けします。皆様のご協力を得て，無事刊行で
きましたことに感謝申し上げます。学部の使命としては，毎年学部紀要を刊行し，つなげていくこ
とが大切です。そのつなげるは，単なる継承ではなく，「発展させてつなげる」ことが求められま
す。その任を果たせたかどうか，また，ご意見をいただければ幸いです。
人間社会学部は，4学科構成になっています。各学科のこの1年間の様態等を簡単にまとめてみ
ますと次の通りです。
心理学科は，学科，大学院ともに充実した1年間であったように思います。この1年間は，特に
カリキュラムの充実に努めました。学生も，積極的に活動を展開してくれました。1～3学年の学
寮研修では，研修目標を「Change」とし，一人ひとり自らがChangeしたいと思っていることを
考え，取り組んでくれました。4学年の学寮研修は，紅葉真っ盛りの会津で行われました。例年に
も増した参加数となり，最終学年の交友を互いに深め，それぞれ体験学習を通じて貴重な思い出を
つくってくれました。
現代教養学科は，特に教育研究の面での充実に心がけました。学科では，「現代教養入門」と
いう少人数の授業を1年前期の必修科目として設置しています。この科目も2年目になり，軌道に
乗りつつあります。17人ぐらいを1グループとして5人の教員が担当しました。他の大学で「基
礎ゼミ」と呼ばれている科目と同じようだと思います。社会科学を学ぶために必要な素養や考え方，
読解力，分析力，社会性などを身につけることを目的にしています。その成果を実感できたのが何
よりうれしいことでした。なお，4年生は，就職活動で苦戦を強いられながらも，病気入院中の1
名を除いて，全員が卒論を立派に仕上げてくれました。
福祉社会学科は，今年度から，学科名を福祉社会学科と改め，「福祉社会を担う人材育成」を学
科教育の新たな目標に据えました。教育内容は，①対人援助の専門職をめざす「ソーシャルワーク」，
②福祉マインドをもって地方行政や民間で活躍する「福祉キャリア」，③子育て環境を豊かにする
「子ども家庭支援」の3つのコースに集約し，それぞれのコースに見合った専門的知識や技術を
習得できるようにしています。新学科名となってのこの1年，確かな歩みを実感することができま
した。
初等教育学科は，今年度で設置4年目になります。また，大学院の人間教育学専攻も2年目とな
ります。つまり，学科，大学院ともに完成年度ということです。今年の4年生は入学時47名でし
た。全員が4年間の学修を無事終えようとしています（3年次に3名編入し，同様にがんばってく
れました）。新学科新設の期待にこたえるべく教員と学生が一体となって取り組んだ4年間であっ
たように思います。次の飛躍への基礎固めができたのではないかと感じています。
このような状況下において，本紀要が完成しました。投稿された先生方，近代文化研究所の皆様
方はじめ，お世話になりましたすべての皆様に感謝申し上げますとともに，『学苑 人間社会学部
紀要』がさらに発展していきますことを念じて任を終えさせていただきます。
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